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　水がきれいな自然環境を町の財産として残したい――智積町自治会
の有志で立ち上げ、「初瀬ビオトープの谷」（智積町4688）を整備し
てきた「智積自然の会」。その会長を務める伊藤さんにお話を伺いま
した。

智積自然の会

会長　伊藤隆夫さん
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■荒地をメダカの池に
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のふもとの水田だったところが、竹林に侵食
されて荒地になっていたんです。その荒地をなんとかし
なくてはという話になったのが、ビオトープを整備した
きっかけです。
勢和村（現在の多気郡多気町）へ見学に行き、「あそ

こええな」ということで、参考にして整備することにし
ました。地主の了解を得て、30人近くの地元住民で開拓。
休日は毎日のように作業に出て池を造成し、平成11年
に「初瀬ビオトープの谷“メダカの学校”」が完成しま
した。そして平成17年、市内で２番目の市民緑地にな
りました。

■仲間と共に早20年
現在は、月に１回、原則第２日曜日午前中に草刈りな
どの作業をしています。普段でも大体10～20人ぐらい
は集まりますよ。草刈り機の燃料だけ用意しておき、み
んなが道具を持ち寄って作業します。

昔に比べるとメンバーの平均年齢も高くなり、体力的
に辛くなってきました。それでも、これまで20年間続けて
こられたのは、「あれをやるぞ、これをやるぞ」と言え

ばすぐに動いてくれるメンバーに恵まれてきたからかな
と思います。もっと若い人も増えていくといいですね。

■子どもの喜ぶ顔がうれしい
２年に１回程度、イベントも開催しています。ザリガ
ニ釣りをするときはザリガニを取りに行ったり、泥んこ
綱引きをするときは田んぼをおこしたり、準備は大変で
す。でも、子どもの喜ぶ顔を見ると張り合いがあります。
ザリガニ釣りはお父さんたちも喜んでいましたし、泥ん
こ綱引きは優勝賞
品の米俵一俵を狙
って盛り上がりま
した。こうした仕
掛けを通して、大
勢の人が「初瀬ビ
オトープの谷」を
見に来てくれると
うれしいです。

■皆さんへのメッセージ
「初瀬ビオトープの谷」には豊かな自然がある一方、
マムシが出たりするなど危険もあります。見に来ていた
だくときは、十分気を付
けてください。また、直
近ですが９月７日（土）
10：00～13：00ごろに
20周年記念イベントを
開催する予定なので、ぜ
ひ遊びに来てください。→

▲メダカの学校開校式（平成11年6月26日）

▲泥んこ綱引き

９月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


